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京都少年鑑別所に在所している少年に対する清水焼の絵付け体験の実施について 

 

 京都市では、令和３年３月に「京都市再犯防止推進計画」を策定し、再犯防止に係る取組

を総合的かつ計画的に推進しております。 

 この度、公益財団法人京都市ユースサービス協会に企画・講師派遣等の御協力をいただき、

本計画において重点推進施策に位置付けている「京都の文化力をいかした矯正施設入所者等

に対する更生意欲等の喚起」に係る取組として、京都少年鑑別所に在所している少年に対し

て、清水焼の絵付け体験を実施しますので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

 １ 日時 

   令和４年９月１３日（火）午後１時～（所要時間：１時間程度） 

 

 ２ 場所 

   京都少年鑑別所（左京区吉田上阿達町３７） 

 

 ３ 実施目的 

   京都の伝統的な文化や生活様式に密接に結びついて 

  いる清水焼を知り、その担い手である「職人」との  

  出会い、また一つの物を作り上げる経験を通じて、将 

  来性・心の柔軟性に富む少年の情操を豊かにすると 

  ともに自己肯定感を高めることを目的としています。 

 

 ４ 実施内容 

   清水焼の絵付け体験 

   （講師：４代目涌波蘇嶐
わくなみそりゅう

氏） 

清水焼の歴史や作り方についてのお話を聞いた 

あと、清水焼の器に描く絵柄を決め、筆を使い、自分

流の清水焼の器を作りあげていきます。 

 

 ５ 参加者 

   京都少年鑑別所に在所している少年 

   （参加人数は当日まで未定） 

 



 

６ 再犯防止の取組について（参考） 

   本市では、市民・事業者等の皆様や京都府警察と一体となって進めてきた「世界一安  

心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」等の取組により、市内における

刑法犯の認知件数は大幅に減少していますが、検挙者に占める再犯者の割合は約５割と

高い状態が続いています。更なる安心・安全なまちの実現に向けては、再犯者を減らす

ことが重要です。 

   再犯防止の推進は、新たな犯罪被害者を生み出さない取組であるとともに、罪を償い

社会の一員として再出発しようとする人を社会全体が認め、支えることで、社会復帰を

促進する取組でもあり、本市が推進するＳＤＧｓ（国連で採択された持続可能な開発目

標）の理念である「誰一人取り残さない」社会の実現にも資するものです。 

   こうしたことから、本市では、「京都市再犯防止推進計画」を令和３年３月に策定

し、再犯防止に係る取組を総合的かつ計画的に推進してまいります。 


